
 
 

２０２３．３．１ 

報道関係者 各位                          ＜配信枚数２枚＞ 

立命館大学教職大学院（研究科名称：教職研究科、研究科長：森田真樹、以下、教職大学院）

と京都市教育委員会（京都市教育長：稲田新吾）は、覚書を締結し、教職大学院に在学する大学

院生（以下、院生）が京都市立学校における非常勤講師として勤務しながら、大学院での学びと学

校現場での実践の両立をめざす制度を 2023 年４月から開始します。 

 

本件のポイント 

■ 大学院での学びを深めながら、京都市の非常勤講師として実践を積み、理論と実践を往還し

て専門性を高めることができる。 

■ 院生は非常勤講師として勤務できるため、在学中の経済的な負担軽減が図れる。 

■ 採用試験前に院生が京都市で非常勤講師として働くことから、市立学校の特徴を現場で知る

ことができ、京都市で働くことに興味を持ってもらうことに繋がる。 

■ 本制度は全国的にもめずらしく先駆的な取り組みであり、京都市では初となる取組。 

 

教員の養成・採用・研修の一体的改革が本格化する中、大学と教育委員会がさらに連携を強化

し、優れた教師養成のモデルを構築していくことが求められています。今後の教員養成や教員研修

において中核的な役割を担う教職大学院は、院生の実践的な学びの場をさらに拡充させるとともに、

在学期間中の経済的な負担を軽減することも課題となっています。また、全国的に教員採用試験

の競争倍率が低下傾向の中で、教育委員会も、優秀な人材を早期に確保することが課題となって

います。 

この制度を開始することによって、院生は教職大学院で学んだことを非常勤講師として勤務する

学校で活かしたり、勤務する学校での実践課題を大学院の学びの中で解決したりするなど、「理論

と実践の往還」をしながら実践的指導力の向上を図ることができます。また大学院及び勤務校の指

導教員の双方の指導を受けながら、教職大学院の長期実習も行います。院生の勤務校となる京都

市立学校は、立命館大学の連携協力校となり、専門的な知見を持つ教職大学院と様々な連携が

できる体制が強化されます。このような制度は全国的にもめずらしく、京都市では初となる先駆的な

取り組みで、優れた教師養成のモデルの 1 つとなると考えています。 

 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、文部科学記者会、京都府教育記者クラブ 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：池田 

TEL. 075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

京都市教育委員会 総務部 教職員人事課 担当：藤井 

TEL. 075-222-3781  Email.  jinji@edu.city.kyoto.jp 

立命館大学教職大学院と京都市教育委員会が連携 

大学院で学びながら非常勤講師で働ける制度をスタート 

～大学院での研究と学校現場での実践をつなげ、若手教員の育成を図る～ 

 
京都市 



別紙 

■制度概要 

非常勤講師として任用する大学院生は、京都市立学校で、１年間非常勤講師（想定：週４日・午前

勤務）として勤務しながら、勤務時間外に、同大学院で実施される講義の受講や、大学院 1 年生次

の９月や２年生次の４・５月に設定されている実地研修を勤務校で行い、それが単位認定される制

度です。 

 

＜参考１＞非常勤講師としての勤務と大学院における講義受講・実地研修のイメージ  

大学院  

時間割  
月  火  水  木  金  

１  勤務  勤務   勤務  勤務  

２  勤務  勤務  勤務  勤務  

３   
※  非常勤講師としての勤務のない時間は、大学院における講義の受講

や、１年次９月（１０５時間）・２年次４～５月（２４５時間）の大

学院の単位認定に繋がる実地研修を勤務校で行う。  

４  14:40～  

５  16:20～  

６  18:30～  

※在学期間において、週当たり１０～２０時間程度の非常勤講師として任用する想定（任用は

１年単位）。教員免許状（一種）を所持。  

 

＜参考２＞任用予定人数  

     ５名程度（校種・教科は未定）  

     ※講師任用や教員採用試験において、優遇措置を設けるものではありません。 

 

 

■立命館大学教職大学院（研究科名称：教職研究科） 

・開設： 2017 年 4 月 

・専任教員数： 13 名 

・所在地： 京都市中京区西ノ京朱雀町 1 立命館大学 朱雀キャンパス 

・概要： 2017 年 4 月西日本の私立大学単独として初めての教職大学院（専門

職大学院）として開設。全国で初めての試みである、京都府、京都市、

滋賀県、大阪府、大阪市と、府県を超える 5 つの教育委員会の連携

協力によって運営される教職大学院。さらに、教育学部を母体としない

独立研究科であるため、開放制教員養成を重視し、一般学部からの

進学者が多いことを前提に設計していることも大きな特長。 

2019 年には、独立行政法人教職員支援機構の近畿地区の拠点とし

ての役割を担う「独立行政法人教職員支援機構立命館大学センタ

ー」を本研究科に開設。各教育委員会と連携しながら、高度な教員研

修プログラムを開発・実施している。 

・教職大学院 HP URL： https://www.ritsumei.ac.jp/gspte/ 

 

 

 

 


